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2.21 スロバキア 

2.21.1 概要 

人口は 545 万人（2019 年）、面積は

49,037平方キロメートルで日本の約7分の1であ

る234。 

北部はカルパチア山脈の一部である標高 2,000

ｍを越えるタトラ山地が東西に走り、ポーランドとの

国境を形成する。南西部のドナウ川流域と東部のハ

ンガリー平原の一角に平野が開けている235。肥沃な

低地では、主に小麦、大麦、甜菜、とうもろこし、飼

料作物を生産し、山間部の比較的貧しい土壌で

は、ライ麦、オート麦、じゃがいも、亜麻を生産してい

る。平地では豚や牛の飼育が行われ、山間部では

羊の飼育が盛んである。 

１経営体当たりの平均経営面積は 73.6ha（2016 年）である。国内総生産に占める農

林水産業の比率は 2.4％（日本は 1.1％）である236。 

 

農林水産業の地位（2019年） 単位：億US ドル、％ 

 スロバキア 日本 

名目額 比率 名目額 比率 

国内総生産（GDP） 1,060 100.0 49,713 100.0 

うち農林水産業 25 2.4 564 1.1 

資料：国連統計 

 

日本との農林水産物貿易をみると、日本からスロバキアへの輸出額が約 100 万 US ドルである

のに対し、スロバキアから日本への輸入額は約 70 万 US ドルと少ない（2019 年）。日本の輸

出上位品目は調製食料品（その他）、魚（生きているもの）、茶であり、スロバキアからの輸入

上位品目は合板用単板、ぶどう酒、てん菜等である。 

  

                                                      
234 外務省 「スロバキア共和国（Slovak Republic）基礎データ」 

https://www.mofa.go.jp/mofaj/area/slovak/data.html 
235 Britannica「Slovakia」 https://www.britannica.com/place/Slovakia 
236 EU 「EU country factsheets, Statistical Factsheet Slovakia」 

https://ec.europa.eu/info/sites/info/files/food-farming-fisheries/farming/documents 

/agri-statistical-factsheet-sk_en.pdf 
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農林水産物貿易概況（2019年） 単位：百万US ドル 

 輸出 

（日本→スロバキア） 

輸入 

（スロバキア→日本） 

日本の 

収支 

総額 222 319 ▲98 

農林水産物 1.1 0.7 0.3 

農林水産物のシェア 0.1 52.5 - 

資料：財務省貿易統計 

 

農林水産物貿易上位 5品目（2019 年） 

輸出：日本→スロバキア（単位：万US ドル％） 輸入：スロバキア→日本（単位：万US ドル％） 

品目名 輸出額 シェア  品目名 輸入額 シェア 

その他の調製食料品 86.7 80.8  合板用単板 26.0 35.8 

魚（生きているもの） 12.7 11.8  ぶどう酒 20.6 28.4 

茶 6.1 5.6  てん菜等 12.0 16.5 

その他の食用動物性

生産品 

1.1 1.1  木製装飾品 4.0 5.5 

真珠 0.7 0.7  穀物調製食料品 3.7 5.2 

総額 107.3 100.0  総額 72.7 100.0 

資料：財務省貿易統計 

 

原産地呼称保護（PDO）は、スロバキア語で Chránené označenie pôvodu（CHOP)、地

理的表示保護（PGI）は chránené zemepisné označenie（CHZO)と呼ぶ。スロバキアの農

産物・食品の GI取得状況は、PDO 2 件、PGI 10 件、合計 12件（2020年 12 月末時点登

録済）である。品目別にみると、PDO は果物、野菜、穀類、その他（スパイス等）が 1 件ずつであ

り、PGI はチーズが多い。 

 

品目別 GI 登録件数 

品目 PDO PGI 

Class 1.3. チーズ - 8 
Class 1.6. 果物、野菜、穀類 1 - 
Class 1.8. その他（スパイス等） 1 1 
Class 2.3. パン、菓子類 - 1 
総数 2 10 

EU eAmbrosia データベース、2020 年 12 月末時点登録済 
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2.21.2 GI 監視スキーム 

スロバキアでは農業農村開発省（MPRV）が GI に関する政策を所掌する。 

 

中央政府 

機関名 住所 連絡先 

農業農村開発省 

(Ministerstvo pôdohospodárstva 

a rozvoja vidieka：MPRV)  

Dobrovičova 12,  

812 66 Bratislava 

Tel. +421 259266270  

Email:press@land.gov.sk  

Website: 

http://www.mpsr.sk/en/ 

EUIPO (2017)237 

 

GI の市場監視当局は、家畜食品管理局（ŠVPS)であり、農産物・食品、ワイン、スピリッツ等

のすべての GI品目をカバーする。 

 

GI 監視当局（EU規則 No.1151/2012 第 38条に基づく） 

機関名 住所 連絡先 

家畜食品管理局 

(Štátna veterinárna a 

potravinová správa：ŠVPS)  

Botanická 17, 

84213 Bratislava  

Tel. +421 260257212;  

+ 421 260257242  

Email:cvo.svfa@svps.sk  

Website: 

http://www.svps.sk/english/ 

欧州委員会ウェブサイト（2020 年 11 月現在）238  メールアドレスは EUIPO (2017) 

 

ŠVPS は、小売ネットワークの監視に関する年次計画を策定し、40 ある地域ユニットの検査官

が監視を実施する。監視対象は事業体の規模、販売地域、製品リスク、生産設備の状況、原材

料等を考慮したリスク分析やランダムチェックに基づいて決定される。定期的な監視のほか、ターゲッ

トを限定した臨時の監視も実施されている。 

地域の検査官が店頭でGI品をチェックし外国産のGI についても EUのデータベースを参照して確

認される。疑わしい製品を発見すると販売事業者へさらなる調査が行われる。違反は写真付きで追

加の調査結果とともに ŠVPS に送付され、KIČ と呼ばれるデータベースに入力される。データベースは

ŠVPS と地域レベルで共有されている。ŠVPS は、これに基づき報告を取りまとめ、翌年の計画の策

定にも利用される。 

他の EU加盟国とも EU Food Fraud Network を通じて連携しており、窓口は ŠVPS である。
239 

  

                                                      
237 EUIPO (2017) Protection and control of geographical indications for agricultural products 

in the EU member states. Annex, Guide for public authorities and economic operators. 
238 https://ec.europa.eu/info/sites/info/files/food-farming-fisheries/food_safety_and_ 

quality/documents/national-competent-authorities-food-sector_en.pdf 
239 2020 年 9 月現在 https://ec.europa.eu/food/sites/food/files/safety/docs/food-

fraud_contact_points.pdf 
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2.21.3 GI 侵害の事例 

スロバキアでは、他国の GI 産品の侵害に関する事例は見当たらなかったが、北にポーランド、東に

ウクライナ、南にハンガリー、西にオーストリア、及びかつて同じ国であったチェコに囲まれ、それぞれの GI

登録を巡って問題が起こってきた。 

 スロバキアとハンガリーの国境地帯で生産されるトカイワインは、ハンガリーの PDOであるが、長年

協議を重ね、国境から 5.65 k ㎡内のスロバキア領土で生産されるワインを「トカイワイン」として

認定する合意がなされた（2004）。 

 スロバキアとポーランドの国境地帯で生産されるスモークチーズを巡り、ポーランドが PGI 登録を

申請したが、スロバキアが反対した。協議の結果、それぞれ Oscypek（ポーランド）、

Oštiepok（スロバキア）として別々に PGI 登録（2008）された240。 

 チェコのニヴァチーズ（Jihoceska niva、 Jihoceska zlata niva）の PGI 登録（2010）

により、スロバキアの生産者はこれまで使っていた名称を変更しなければならなくなった。 

 

また TSG の登録を巡っても同様の問題が起こってきた。 

 スロバキアとチェコは、シュペカチュキ・ソーセージ（špekáčky）やスピシュ・ソーセージ

（spišské párky）、ロベツ・サラミ（lovecký salám）などの肉加工品について、TSG とし

て共同登録（2011）した。 

 チェコのプラハハム（Prazska sunka）の TSG 登録（2018）により、スロバキアの生産者は

これまで使っていた名称を変更しなければならなくなった。 

 

 

  

                                                      
240 USDA Foreign Agricultural Service（2015）Poland:Geographic Indications-Status and 

procedures. 

https://apps.fas.usda.gov/newgainapi/api/report/downloadreportbyfilename?filename=Ge

ographical%20Indications%20-%20Status%20and%20Procedures_Warsaw_Poland_4-13-

2015.pdf 


